
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．実施内容 
  原ノ町統括センターの全ての車掌業務をいわき統括センターに集約する。 
 

２．関係箇所 

  いわき統括センター、原ノ町統括センター 
 

３．実施日 

  ２０２５年度末 
 

４．スケジュール 
 

箇所名 ２０２５年度 

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 

いわき 

統 括 

センター 
 

原ノ町 

統 括 

センター 

                     

 

  ※スケジュールについては変更となる場合がある。 

  ※必要な教育および訓練等は実施する。 
 

５．その他 

  関係箇所の体制等については別途示す。 
 

主な労使議論 

組合：施策の目的を示すこと。 

会社：ＪＲ東日本グループ経営ビジョン「勇翔２０３４」の実現に向けて、効率的な業務執行体制の構築 

を図るため、業務の見直しを行う。 

組合：原ノ町統括センターの車掌業務をいわき統括センターに集約する理由を明らかにすること。 

会社：２０２５年３月ダイヤ改正においていわき統括センター車掌の乗務範囲が常磐線特急列車のみ 

いわき駅～仙台駅間に拡大した。乗務範囲が重複していることや行路作成上で効率的になる 

ため、いわき統括センターに車掌業務を集約することとした。 

組合：原ノ町統括センターは主に常磐線原ノ町駅～仙台駅間の普通列車を乗務している。いわき駅 

から車掌を送り込む場合、今施策が効率的になるのか明らかにすること。 

会社：常磐線いわき駅～原ノ町駅において、車掌を便乗や改札で送り込むことを想定している。今ま 

でいわき統括センター車掌の乗務範囲は特急列車のみいわき駅～仙台駅間であったが、普通 

列車も乗務範囲が統一される。車掌業務を集約することで効率的になる考えである。 

組合：今施策を通じて、転勤等は発生するのか明らかにすること。 

会社：車掌業務が集約されるため、転勤等は発生する場合がある。仮に転勤がある場合、任用の基 

準に則り行う考えである。 

組合：教育や訓練の内容を明らかにすること。 

会社：いわき統括センター車掌においては７０１系及び E７２１系の教育及び訓練を行う考えである。 

原ノ町統括センター車掌においては５０１系及びいわき駅～水戸駅の設備等の教育を行う考え 

である。 

組合：「関係箇所の体制等については別途示す。」とあるがいつなのか明らかにすること。 

会社：今施策は行路の変更に合わせて実施する。成案になり次第、別途示す考えである。 
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